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事業報告 (平成3年度)

Ⅰ.展示関係

A.収蔵品展一覧

1.芸術資料館陳列室
第 1回 ｢春季展｣

全 期 平成3年4月8日 (月)～4月27日 (土)
入場者 925人

第 2回 ｢祈収蔵品展 ｣

会 期 平成 3年 5 月 27日 (月 ) ～ 6 月 2 2日 (土)

入 場者 1585人

第3回 ■~西洋の書物｣展
全 期 平成:j年9月9日 (月)～川月5日 (土)
入場者 63L人

第 ｣回 ･-秋季展 ｣

会 期 平 成 3 年 11月11日 し月 ) - 11月 30日 (日)

入 場者 L662人

第5回 ｢卒業作品一大正前期の日本画 ｣展
会 期 平成1年1月20日 (月)～2月8日 (土)
入場者 522人

Ii,総計 5325人 HO2日間重)

2.京郡市四条ギャラリー
京都市四条ギャラリー (四条高倉)において､本館及び本学芸術教育振興協会が主催する収蔵

品展を開催 した｡

｢京都市立芸術大学芸術資料館収蔵品展

歌神 ･歌聖一土佐派絵画資料展｣

会 期 平成3年日月2日 (土)～11月24日 (日)
入場者 1745人
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B.収蔵品展展示概要

第 1回 ｢春季展｣

会 期 平成 う年J月8E日 月1-日‡】27日 く土)
入場者 (〕(15ノ＼

芸術資料館となり､収蔵品展についてjt,少L考え方を変えてみた,従来のテーマ展示/17-中心とLた陳
列では､とうして も公開の機会か少ない作品かできて しまう-そJ)中には優れた芸術頃料であるLLT)ら
少なくない ｡加えて､晩鼓品の修理改装が終わったあとの披露の喝の必要 も感 Lている そこで､春と

秋に､特にテーマにこだわLちf;L噸 示を開催することにした 第 1回臼にあたるこ州貢示は問緒記念展

て らあり絵画 ･彫刻 ･工芸の分野から-うニティーC.r=富む構成を考えてみた,T.彫刻の大村作nrf,や北fl作
品､また江戸期の山水酪罵図は久しく公開されてい′八 ､ものである.,今1'iiは､学外への貸出に応L左か
ら宇内では公開されてい机 ､という作品か生まれる不日J輿 こら配慮 LfJから展示構成を考えるつ t,りで

ある.,

展 示 作 品

5

6

7

-

-
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日

は
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17
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20
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24
25
26
2

作者不詳 山水群馬図

望月 王威 作 花鳥図

麻田 研自 作 鴫群

(=戸時代前期 日本画

C.19,15年 ′′

1962年 ′′

林司馬 ･吉田友一 ･中島卯一郎 ･吉田義夫 傾

西行物語絵巻模本 (大原東本)原本鎌倉時代 ′′

松元 道夫 模

黒田重太郎 作

川端禰之助 作

安田 謙 作

浜口 陽三 作

駒井 哲郎 rF

浜田 知明 rF

RUDOuIHAUSNER
POOLWUNDERいCH
大村 西崖 作

北村 西望 作

水菜 和全 作

作者不詳

酒飯論模本

平安春色

疏水
トン-キホーテ

票

消えかかる夢

絢年兵哀歌 (風景)

[VAFUNDMENTAL
llT〔〕NFASClペEPARDANIEL
天獅子

母性

色絵椿文鉢

誘絵染付秋草人物図水注

原本室L町酎 ヒ ′′

1939年 洋 画
1958年 ′′

1967年 ′′

1967年 版 画

1951年 ′′

1952年 ′′

L965* H

197L年 ′′

1895年 彫 刻
1925年 ′′

幕末-明 治時代 陶 器
幕末-明治時代 (栗田焼) ′′

角倉一方豊 作 染付蝦蟹図茶碗 幕末～明治時代

加守田章二 作

藤本 能遺 作

八木 一夫 作

森野 嘉光 作

浅見 隆三 作

作者不詳

永田 友治 作

永田 友治 作

平館 嘉邦 作

壷

日蝕

壁体

緑細筆変花瓶

展

挿模蒔絵螺細長手盆

鶴蒔絵螺細丸硯箱

刷毛目塗蟹蒔絵角硯蓋

春馬図研出蒔絵師盆

1956年
1957年
1963年
1978年
1981年
桃山時代

江戸時代

江戸時代

C.1959年
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第 2回 ｢新収蔵品展｣

全 期 平成3年5月27日 (月)-6月22日 (土)
入場者 1585人

恒例にJli:った新収蔵品展示である.-,平成2年度に寄噌または購入により収蔵された作品のうち買上と

f_i-1た卒業作品を除き展示した)大きく絵画と染織に分けられる内答となっているO日本画と洋画ur)本

画作品か例年に較べて多いため会場も華やかで迫力のあるものとなったO元本字教授であった上原卓 ･

津田周平作品がまとま一一て収蔵されたことは大字にとっても喜はい ､ことである.また昨年より本館で

は写生と画稿の収集を方針としたが､本年度は本字の前身である絵画専門学校の卒業生であり教員でf)

あ1た日本画家福田平八郎の写生簡料か加えられた｡

展 示 作 品

L.上原 卓 草

つ ′′ 竹の径

.3 ′′ 野fi:かのばら

i. ′′ 山挟の里

I), ′′ 上原卓写生一括資料の内 (淀)

6, ′′ 上原卓写生一括資料の内

l ′′ 上原卓写生一･括資料の内

8. ′′ 上原卓写生一括資料の内

つ. ′′ 上原卓写生一括資料の内

I0. ′′ 上原卓写生一括資料の内

11. ′′ 上原卓写生一括資料の内

12. ′′ 上原卓写生一括資料の内

13. ′′ 上原卓写生一括一貞料の内

日. ′′ 上原卓写生一括資料の内

(横たわる裸婦)

(舶テり1-ネオロ11)

(実相院の二本の松)

(あさかお)

(花)

(大技の竹)

(花)

(おにゆり)

(つは茎)

15.津田 同平 洛北にて

16. J' 浴室

lT. ′′ 室内裸婦

18. ′′ いつかは石にかえる (浬繋)

19. ′′ 鏡の中の少女

iZO. ′′ 朝寒

21.栗野 月乙 遠野抄

22.MICHAELBRENNAND-WOOD EVERYBODYIIOVES
23. ′′ LliOWVOYAGER

24.川端摘之助 美大教授会拾遺

25.福田平八郎 桜花

26. ′′ 美工 ･絵専50周年記念帖下絵

27.福田平八郎 黄菊

28. ′′ すっぽん ･レンコン等

参考展示 :創立五十周年記念 ｢絵専 ･美工記念帖｣
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昭和37年(1964)
昭和49年(1974)
昭和53年(1978) ′′

昭和60年(1985) ′′

昭和エ10年(1965) 写 生
昭和46年(1971) ′′

昭和50年(1975) ′′

昭柏55年H980) ′′

昭和55年(1980) ′′
昭和57年(1982) ′′
昭和57年(1982) ′′
昭和57年(1982) ′′
昭和58年(1983) ′′

昭和60年(1985) ′′

寄贈 (上原 百合子)

昭和18年(1943) 洋 画
昭和24年(1949) ′′

昭和27年(1952) ′′

昭和36年(1961) ノ′

昭和51年(1976) ′′

昭和60年(1985) 〟

等憎 (津田 トシ)

昭和63年(1988) 染 織
寄贈 (作者)

1990 染 織

1990 洋 画
寄贈 (作者)

昭和31年(1956) 写 生
寄贈 (高木 町)

明治45年(1912) 写 生
昭和5年(1930) 小下絵
寄贈 (福田 宗平)

大正14年(1925) 写 生
大正13年(1924) ′ノ

購入

昭和5年(1930)



◎昨年度割 曽を受けた作品のうち､既に展示の機会があったため､本展で割愛 したものは以下の通りで

あるC

1.償田 観 芥子

2.山本 倉丘 静農

3. ′′ ア トリ

4.石本 正 二人の裸婦

5.上原 卓

6 ′′

7. H

8. ′′
9. ′′
1〔). ′′
ll. ′′
12. ′′
lL3. ′′

湖上寂照

上原卓写生一括資料の内

上原卓写生一括資料の内

上原卓写生一括資料の内
上原卓写生一括資料の内

上原卓写生一括資料の内

上同車写生一括資料の内

上原卓写生一括資料の内

上原卓写生一括資料の内

(りんご)

(嶋の くる庭)

(力行rj1-柑ローナ)

(ひまわり)

し7-:P=,頭1

(野の花)

(糸Lの森)

(実相院fTJ近)

昭和22年目947) 日本画
寄贈 (浜EiJ 昇児)

昭和60年(L985) 日本画
昭和15年目940) 写 生
寄贈 (作者)

昭和54年目979) 日本画
寄贈 (作者)

昭和51年(川76)
昭和LI6年(L971)
昭和10年(1965)
昭和46年(1971)
昭和50年(L975)
昭和55年(1980)

画

生

本

〃

〃
〃
〃

日

写

昭和55年(1980) ′′
昭和57年(1982) ′′
昭和57年(L982) ′′

寄贈 (上原 百合子)

I,2,1.5は ｢近代日本画の誕生と歩み｣展 (東京 ･京都 ･大阪 .広島)で展示｡

-3 6-i,Ljは ー画家の眼 日本画一写生と下絵｣展 (京都市四条ギャラリー)で展示っ
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第 3回 ｢西洋の書物｣｣展

会 期 平成 :3年lJ,q9日 (月)-10月5日 (土)
ノ＼場者 6:3L人

昨年開催 Lた印書の展巨酎こ続き､本字附属図書館の蔵書の中か ら西洋の書物を(告用 し展示 したもので

ある 本学は il0年を越える歴史,+r持つか､その歴史の中で蓄積された美術関係図書 ら決 して少なくな
い まfI平成元年度に寄贈を受けた本学元学長の長崎太郎旧蔵書一括について t)､その内容を紹介する

Ie､萱かあると考えてJlことである..回書の選択には､._7O世紀初頭までに発行された らのを対象に､書誌
的価値や､佃冊支桁の洗練度､蓑帽な上道木の葉i:挿絵の美の鑑賞といった角度から選択 した,,かなり
教育的な色盲三の強い展示とf-I-)T=か､7-7ル紙の美 しさに隼点を当てたコーナーなとを新鮮に感 じる

鑑賞音tJ多か-､た また展示には本学助教f･i･である潮江宏三氏の多大の協力を得ることかでき､専門性
を高めることかできた

展 示 作 品

7

-
2

1
ノ
･｣
-つ

仁U
T

8

18世紀の書物と挿絵
ウォールス官

マンテ ル嘗

ボス著

ケイ著
･＼卜うー嘗

ウェン■ソェスラウス

宗教図像巣

不一テルラントと ドイツの画家伝

銅版画の技法

寓話
7-ディブラ

･ホラー作品力タロク

iZ6,7ントン･ラフ7エJL,メン//ス全作品カタロク
リ+ヤー トソン普 リーf-ヤー ト./ン著作集

Jご) 7レイクとその時代の挿絵

Lj.17.へ イり一書 r7(リアム ･クーパー伝
10.ステ トマン嘗 スリナム遠征物語
日,ヘイリー箸 ジョージ ･ロムニーの生涯

L2.ブラ･′クスマン画 アイスキュロスの悲劇作品集

13)19世紀の表紙の装帽-型押 しと箔押 し一
13. グットリ ./+普 噌物

日. レスリ-普 贈物

L5.レズリー曹 贈物

tG.ポー著
17.ロウエル著
L8.ホイ-/トマン曹
I9.プロククー著
20.ムンツ菅
21.-- ト曹
22.クラウス著
23.ムンツ著
24.ヴェールマン著

エ ドカー ･アラン･ポー詩集

詩f-'裏
革の菓
伝説と叙情詩
ルネサンスーイタリアとフランス

美 しきビルマー過去そして現在

キ リス ト教美術史

レオナル ド･ダ ･ビンチ

美術の歴史

(i) 19世紀の表紙装順一マーブル 紙 -
25.ウアーチュ一着
26. (了に同じ)
27. (9に同じ)
28.エ ドワーズ著
2 9 .7-ヒング箸
.30.エマーソン著
31.ポー著

ウオ ル ポ ー ル編 :英国 絵画拾遺集

英国画 家伝
ニュー ヨーク史
講演

エ ドガ - ･ア ラ ン ･ポー詩集
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(C163Li)
lTGLl(初版1618)
1715(初版16d5)
1729
17J_I
JT59

LT86
i79'_)

i80:3
1813
L809
1831

1833(長崎文庫〕
(1835)し長崎文唾)
(1839)(長崎文庫)
1858(長崎文庫)
L849(長崎文庫)
1861(長崎文庫)
1866(長崎文庫)
1885
L897
1896
1898
1900

782

I8()8
1821(長崎文庫)
1837(長崎文庫)
1858(長崎文庫)



32.スプーナ-普
33.ホイ･ソティア著

34.ドラボル ト著
35.ホ-ソーン著

(5) 19世紀の書物と挿絵
36.ヒ-ティ著
:37.グ.I/ドリ.･/+普
38.ホ-ソ-ン著
39.ホイ･ソティ7著
LtO.ブライアント普
41.バングス著

42.キーツ普

伝記による美術の歴史
モー ド･ミュラー

アングル

訴訟手続

吟遊詩人

贈物

ウオーターマン画 雪少女
ニューイングランドのパラ ノト

フレテリックス画 雪の中入

りチャーズ画 家庭喜劇

ベJL,画 キ-ツ詩集

5
7
0
4

6
6
7-
0

8
00
8
9

(長崎文庫)
(長崎文庫)

1802(長崎文庫)
1831(長崎文庫)
L866(長崎文庫)
L870(長崎文庫)
L873(長崎文庫)
1900(長崎文庫)
19()1(長崎文庫)

43.オマル ･-イヤーム著､ブイIIJ､ソジェラル ド訳､イーストン装順
ルバ イヤー ト 1896(長崎文庫)

(6) 世紀末の表紙装順一ジャポニスムを加えて-

44.マイスナー著 芸術家選書第8巻 メンツェル 1902
45.-1･/トン著 人物画と構図 19O3
ヱ16.コンラ･./ド著 二番目のジム夫人 t904
47.スウインバーン嘗 日の出前の歌 1871(長崎文庫)
48.エ ドナ著 ルイサ ･メイ･オルコットの生涯と文字 1889(長崎文庫)
49.コーク曹 テオ ドア ･パーカー伝 1883(長崎文唾)
50 ヤコポ ･ク ･ヴアうジネ箸 カクストン訳 エリス編

黄金伝説
5l.ラスキン普 tT代画家論

52.エルワンカ-著 田舎の田園詩人

53.ジョンス トン著 所有と維持

(7) ラフカデ ィオ
54.--ン著
55.--ン著
56.--ン著
57.--ン著
58.--ン著
59.ハーン箸
60.--ン著

--ンの本と装値

妖i琶
知られさる日本の面影
心

天の河の物語他

チーク ;最後の島の思い出

怪談
中国の幽霊の話

(8) 装飾の手引き

61.ホフマン曹

62.メイヤー著
63.コッホ著
64.ミッチェル著
65.ジョーンズ著

(9) ビアズリーとクレーン

66.イエロー7㌧ノク
67.ビアズリー画
68.ウオー著
69.クレーン画
70.クレーン画

モダン･スタイル

装飾手本集

ドイツ芸術と装飾

装飾

装飾の手引き

つ
7
1
U
6
0

2
L-
nMU
0

9
8
00
9

(中井文庫)

(長崎文唾)

1890(長崎文庫)
(1894)(長崎文庫)
(1896)(長崎文庫)
1905(長崎文庫)
1889(長崎文庫)
t909(長崎文庫)
1906(長崎文庫)

L訓)1
lSLj二
(1900)
1909
1928

VoltApl･il.1894.Vol.12,January,1897
アーサー王の死 1927
クレーン装櫨 ギリシャの響き 1882
エバンス制作 パンパイプー古い歌の本 1883
エバ ンス制作 子供のオペラ (1877)

*目録番号4､11､28､68､70は潮江宏三氏蔵
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第 4回 ｢秋季展｣

会 期 平成3年11月 11日 (月 ) ～ 日 月 30日 (日 )

入場者 1662人

春季展に続いて､収蔵名品展を開催した.っ洋画の分野を除けば､日本絵画 ･工芸の分野共､古物を中

心に展示構成している｡これらの作品も近年陳列の機会のないものはかりで､学生にはかなり新鮮に鑑

賞されたようであるC中でt)明治期の模写と思われる神護寺肖像画模本三幅は､極めて質の高い模写と

して学外にも知られた作品であり､三幅揃って並ぶのは久しぶりの展示となる.⊃ただし､作品の中には

修理の必要を感じさせるt)のかあり､展示には細心の注意を要した｡

展 示 作 品

卜 伝源頼朝像模本

2.伝平重盛像模本
3.伝藤原光能像模本
1.蒙古襲来絵詞模本 伝田中槻美模

5.当麻蔓茶羅図
6.両界蔓茶羅図
7.洛外名所絵巻

8.三輪晃勢 ｢仏法僧｣
9.麻田塀自 ｢唐崎一之松｣
10.黒田重太郎 ｢暮秋好虞｣
ll.国盛養篤 ｢西芳寺林泉｣
12.伝小川破笠 ｢片輪車千鳥蒔絵酒温器｣
13.梨地絵変り蒔絵提重

1Ll 密陀絵人物草花図重箱
15.螺細唐子図六角食碓

16.線柚博山形酒樽
17.灰陶博山形香炉
18.線柚羊小屋
19.灰陶加彩牛
20.灰陶加彩鶏
21.加彩傾
22.三彩騒駐
23.三彩武人傾
24.黄柚文官傾
25.加彩美人傾
26.加彩騎馬女子

原本神護寺蔵 (鎌倉時代)
//
/′

原本御物 (鎌倉時代)

鎌倉時代

室町時代

江戸時代前期

昭和45年 (1970)
昭和53年 (1978)
昭和15年 (1982)
昭和23年(19｣8)
江戸時代

江戸時代

江戸時代

江戸時代

中国 :後漠時代

中国 :後漢時代

中国 :後漢時代

中国 :後漢時代

中国 :後漢時代

中国 :六朝時代

中国 :唐時代

中国 :唐時代

中国 :唐時代

中国 :唐時代

中国 :唐時代
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第5回 ｢卒業作品一大正前期の日本画｣

全 期 平成1年 1月20日 (局)-2月8日 (土)
入場者 522人

卒業作品の収蔵品展は近年開催か増えているO昨年の明治期の美術工芸学校卒業作品､特にEj本画を

中心とした展示に続いて､本年度は大正前半期の日本画作品を展示した.〕また､この時期の卒業作品に

は帝風の形式をとる大画面のものが多いため､意識的にそれらを集めてみた〔大正デモ7ラシーといわ

れる自由な空気を反映して､色々な意味でbllとfo京都らい ､日本画か模索された時代だけに､有名無

名の作者を問わず並へられた作品には鞘鮮fL感覚が溢れている,｡会期の都合もあって､展示の内苔に比

例するだけの入室昔が得られなかったことが残念であったっ

展 示 作 品

1
2
3
1
5

6
7

8
9
10
日

12

1
E

1

西 桜川 初午詣 明治-15年 (1912)
三宅 恩白 もくれん

中原 竹鳳 湖 畔

高田富美也 粧

土屋 良夫 黙
永井 泰造 霜の朝

大村 広陽 牛

明治45年 rl912)
大正2年 〔191'3)
大正2年 日913)
大正2年 (1913)
大正2年 (1913)
大正 二〕年 (1911)

絵専卒業作品

美工卒業作品

絵専卒業作品

美工卒業作品

美工卒業作品

美工卒業作品

絵専卒業作品

久保 清挙 轟撰み 大正3年 (19日) 絵専卒業作品
中津川景山 菊 大正3年 (1911) 絵専卒業作品

本多 貞翠 正遷宮 大正3年 (L911) 絵専卒業作品

松山｣ 致芳 真雀烏

松井 香嬬 冬どなり

稲垣 仲静 的

前田 荻邸 風景

旧教員下絵帖

竹内栖鳳 一紙冶｣

山元春挙 ｢接摩｣
西山翠嘩 ;四手相｣

西村五雲 ｢山吹｣

大正3年 日914) 美工卒業作品

大正4年 (1915) 絵専卒業作品
大正6年 (1917) 美工卒業作品
大正8年 (1919) 絵専卒業作品

明治14-大正15年 (1911-1926)
明治J5年 (1912)
大正9年 日920)
大正12年 (1923)
大正12年 (1923)
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C.京郡市四条ギャラリー展示

｢京都市立芸術大学芸術賃料館収蔵品展

歌神 ･神聖-土佐派絵画;i料展-｣

会 期 平成3年11月2日 (土)～11月21日 (日)

会 場 京都市四条ギャラリー (下京区四条高倉東人)

入場者 1715人

本館開設後館外て開催される第 1回収蔵品展として京都市四条ギ十ラリーにおいて展観を行った｡主

催は本館及び本学芸術教育振興協会てある｡また展示に降し､前年の土佐派絵画資料目録の出版を受け

て､同振興協会による刊行物として ｢土佐派絵画資料目録 (二)肖像粉本 (二)jか発行された｡目鐸

の編集は本学教授榊原吉郎氏､同非常勤講師岩間香氏と本館学芸員て行った｡本展示の内容構成はこの

目録編集作業から導かれたものであるO

展示内容は本学の所蔵する土佐派絵画資料の中から柿本人麿 ･玉津鴫明神なと歌神または歌聖として

崇拝された図像を選び､概ね江戸時代前期の資料か多い｡また､兵庫県立歴史博物館 ･波太神社から､
展示資料に関わる貴重な本画作品を借用することか出来､展示をい1そう充実することかできた.これ

まで一般に公開されていない資料だけに､会期中は美術愛好家ばかりでなく､美術の専門家の来場も少

なくなかった｡

展覧会用に､ポスター (B3､2色刷) ･はがき (2色刷) ･パンフレット(B5割､4ペ-ジ)か
制作された｡

ポスター 敬神

･歌9_-.･･I･帳兼BNhf

Ig-lMllliti)-LIa一画/AJIJlt



ごあいさつ

京都市立芸術大学は､昨年関学110周年を迎え､さまざまな美術･音楽の記念事業を

行ってまいりましたが､本年4月には､従来の附属図書館から資料部門を独立させ芸
術資料館 として新たに発足するところとなり､本学の一層の充実を図ることができま

した｡こ承知のように長い歴史と伝統を誇る本学には､多 くの先人たちの努力によっ

て､研究 ･教育のための芸術資料や優れた芸術作品の収集が形成 されております｡そ

れらを核 としながら､今後は大学博物館 として､広 く一般に公開しつつ､学内では若
い人々の創造力を刺激する場 となるよう､力を尽 くしてまいりたいと思います｡

また､本字の芸術教育振興基金によります各種事業もお陰様で実 りある成果をあけ

つつあります｡多大なご脱力に深く感謝する次第です｡

その事業のひとつとして開催 されます今回の展示は､芸術資料館が収蔵 し調査研究

をすすめている土佐家旧蔵の膨大な絵画資料の肖像関係のうち歌神 ･歌聖として親 し

まれてきた画像をまとめて構成 したもので､昨年 7月の ｢土佐派肖像粉本-将軍 ･茶

匠 ･I町衆-｣展に引き続 いて開催されるものです｡人麿関係の資料か一般に公開され
るのは初めてのことで､学術的にも貴重な資料として高 く評佃ほ れています｡本展の
開催にあたり､快 く貴 重な作品をこ出品戴きました兵庫県立歴史博物館､波太神社を
はじめ関係各位に厚 く御礼申し上げますO

平成3年11月

京都市立芸術大学芸術資料館

京都市立芸術大学芸術教育振興協会

品名 (作者) 年紀 材質 法量 (mm)

番号柿本人旧敵 斑文5(1665) 紙本塁童画 27

1×409 i柿本人麿像 'fE文8(1668) 紙本墨

画 467×521 2柿本人麿倣 延宝2(1674)

紙本墨画 276×401 3柿本人 象 延宝8 (1680)元禄 9(1696) 紙本塁画 593×358 4柿本人

象 (土佐左兵術) 紙本淡彩 678

×402 5柿本人 象 紙本塁画 670×393 6柿本人麿像 (土佐光成) 元禄11(1698) 紙本墨画一郡淡彩 741x4

07 7柿本人麿像 元禄12(1699) 紙本塁画

411×26∠1 8柿本人麿像 正徳3 (1713) 紙本墨画 561×4

05 9柿本人麿像 享保5 (1720

)明暦3(1657) 紙本墨画 1028×823

10柿本人 象 紙本墨画 920×400

ll柿本人 象 紙本塁画一部米彩

455×378 14柿本人麿像 紙本墨画一部淡彩 36

9×373 15柿本人麿像 紙本墨画 416x341 19

柿本人 象 'a文5(1665) 紙本墨画淡彩 800

×393 20柿本人 象 (土佐光成) 延宝4(1676) 紙本墨画 86

4×363 21柿本人 像 元禄5(1692)

紙本塁画 710×405 22柿本人麿像 享保6(1



品名 (作者) 年紀 材質 法皇 (mm)

番号柿本人麿像 元禄3(1690)貞半5(1688)延二i.::2(167iL)元抹5(1692) at*.- TLii-部淡彩Il-部米彩りllll柄りll柄川lIH日日】】lJH】1玩柄-部淡彩TJⅠJlJffTLllB面淡彩 32

0×411 26柿本人麿像 紙本土!毒

588×387 27柿本人麿像 紙水去

.=q 381x458 28榔本人麿像 紙本去,堤 306×430 30

柿本人麿像 紙木槌 289×415 31柿本人麿像 紙本!二!,与 1140×450

33柿本人潜像 縦本去!it 769×65｣

3-I抑本人麿像 紙本,!IL.(!

∠168×414 35抑本人麿像 紙本を!美

533×422 36榔本人麿像 縦本JI.!,与 713×340

37抑本人麿像 -i;i:保3(1718) 紙本.i.ei! 54｣×337 38

柿本人麿像 三;1:L米5(1720)フ亡禄4(1691) 紙本よ;!Ll: 560×284

39柿本人麿像 約本llー21! 768×405 ∠10

和歌三神L1 紙水鞘 396×695 41山辺赤人像 L3-三文8(1668) 紙

本棚 270×398 43仕丁L=fE邦EIIL象 i;i:1ht2 (1717) 紙本,i.≡._i 828×280 ∠l∠1

衣通姫像 寛文5(1665) 紙本.iL_! 443×778

｣6衣通船像 ノ亡祉13(1700) 紙本:;!hL! 'u8x369 LI7

衣通船像 :-iI永3 (1706) 紙本鎚 400×380 48衣jtE!批像 (土仏=.光芳) ∃i肝苧2(1752) 紙本呈.!

基 L134×290 LI9衣通姫像 (i.PL三吉丞) 延jI3(1

675) 紙本当茎 267×397 50衣通姫像 延当三3(1675)

紙本去泣 880×305 51衣通船 .玉柏良明神像 元禄∠l(1691) 紙本墨込

1186×520 52衣迎姫像 享L米3(1718)'花文8(1668) 紙本槌 547×336 53衣適姫像 紙本当基 379×407 54Ji津島明神倣 紙

本L!Ltt 458×675 56-k相島明神倣 (土佐光J'R) 延宅6(1678) 紙本社.tt 54lX430 5

7E津島明神像 (土佐光7.1;)

元禄12(1699)大保11(1840) 紙本当毒 810×266 60和歌三神名号三十六歌仙L父I 紙本去!._-

3 780×371 63火剛毅(土V.二光字) 紙本,li基 1160×548 70作品名 作者 制作年 材質形状 所蔵者A.lEi本人麻ErJlー像 作Yrイく1Y.: 室LEJrL咋代 紺本苅二彩 兵JJ-I..:鼎11-_歴虹岬.物5'E

:..L三卜六歌仙 7̂Ti棚 柿本人I.群像

〝 ′ト野



歌神 ･歌聖 人麿像を中心に

今回の展ホは､われわれ日本人の心の奥底に流れてい

る詩歌へのイメ-ジが生みf=した歌神 ･歌聖の肖像を土

佐~派絵画資料の粉本のなかから選択 し､その豊かなイメ

ージを再現 してみたいと考えたのである｡特に歌聖 とし

て人々に親 しまれて来た柿本人麿の肖像粉本には種々の

形式が存在 しており､他の歌聖には見ることができない

ほどの変化に富んだ人傑像を見出すことができるoその

バラエティあふれる数々の肖像粉本は､柿本人麿に対す

るl]本人の想い入れが創 りだしたものにはかならないこ

とを推測させて くれるO

これらの想い入れが創出したものについて､大和岩雄

氏は著作 『人麻呂伝説』で､さまざまな柿本人麿の伝説･

伝承を賀き記している.｢入水伝説｣や ｢芋fr-伝説｣･｢河

韮伝説｣･｢111J若伝説｣なと様々なIR･日系を解 き明か し､さら

に人麿を疫病 ･厄樹幹けの神 としての ｢人丸弁大｣をIllL!

る話や､人麿の歌｢ほのぼのと E"卜占の浦の 朗露に IJl,l'さ

かくれゆく 舟をしそおもふ｣がJ=J経不順など女性の病

に軌力を持つと信 じられたこと､など様々の民間伝水を

指摘する｡

しかし､本学のpLイノ.L派絵画染料には､岩者や童子形を

した人麿FH像はなく､ほとんどjl老いた人麿や翁の人I.n

像の表現が主となっており､土〝.~派の絵師たちは､老人

や翁の入府 を描 くことに集l-LJL､また作柄 を依姉 した

人々も､その画姿に満足 していたと考えられるO人I.qの

｢長寿伝説｣も早 くより成立 していたらしく､ 『古ノ神目炊
集』の紀r旦之をして､その ｢仮名け･｣において､｢かのお

ほん時に､おはきみの くらゐ､かきのもとの人まろなむ､

うたのひL;りなりける｣ と記さしめている.その解釈い

かんによっては､日放以上 も1竜三トさした人腰 も成立する.
さらに ｢おはきみの くらい｣ もlLこ説化されたIl-L_三位でし

かありえないとされ､『古今和歌姫』成立の崎点て､すて

に多岐に及ぶ人l汚伝説が流布 していたと云えるo

｢長寿伝説｣から､俗人ではない LひL;り=(llJ]の)出想

に包まれた人解像がfrl.みたされてさても不思議ではない0

本芋の土J!,J派絵画登別叫の人麿像が老人の翁の姿に衣以 さ
れているのも無均!からぬことと云えようO

榊 原 書 郎

また､渡唐の人麿(*成立のこときは､菅原道真が中国

へ渡 り､渡唐天神としての信仰を受けたのと同様に､さ

らに云えば､yFi,儀 経が蒙古へのかれ､ジンギスハンに生
まれ代わったと云う伝承が発生 したごとく､人麿に対す

る人々の溢れるような想いがその姿をBJJり上げたに柑違

いない｡ しかし､この波唐像の成立については､何時 ･

何処で ･誰によって創 りfJされたのか判然 としていない

のである｡その粉本は､｢延宝弐年11674日2日下旬｣の

咋紀をもっており､少な くとも171u'糸己の後半には､この
形式の像容を波唐の人傑 として求めた人々がいたことは

間違いない.人々の間で人JgAを中国へ渡 らせる考え方が
何時のころからか芽牛え､画像として描 くことを土FI:_派
の絵〔糾こ求めたのである.いずれにしても､神話的な空

FIE日を創 りfL･すエネ/レギ-を柿本人J削 ま保持 していたと､

いってよいのである｡

人膚像の粉本は本学に∠I3枚の凶像が現存する｡そのう

ちjiJL像が5rxI､坐像371対､担そべ り柑杖をつく気ままな

人I料象1rg)と､そのほとんどが坐像であることは､坐像

をもって祭把の図像 とする伝統が永続 してきたことを物

音治っているのではないたろうかOだが､現存粉本の年紀
のもっともTIl-い作例は､｢斑文5咋(1665)卯月~卜旬｣の,Pr.;

Hであり､あまり古 くに遡ることはできないが､しかし､

兵l_TriLL謹17_舵火脚物館所俄の作例 もあり､少なくとも鎌倉
人jgJから宴E町納期には土(/.派の総帥たちによって数多く､
礼杵対象としてNz-Tかれたことは輯えない事実であろうO

また､赤鬼が.当､主を磨 り人傑に仕えるユ-モラスなl葵目敏

もあり､人J料 こ対する人々の想い入れの大きさと広が り

を感 じ取れるのてある｡

()Tl'tiE川i立芸術大学教授)

●ギャラリー講座

□11H15日(旬
｢｣-.1/.派絵画沿料 と敬神･歌聖の総 ｣
1'川目香(ラiL郁苗立芸術大学非常勤細 紳)

●午後 5時30分会場でおこないます｡

京郡市四条ギャラリー2

5｢京都市立芸術大学

留学生展｣1991･11･28休)- 12･23(月) 京都 市四条ギャラ

リー 四条LR ● 棚足●京fB市
凶粂ヰ十ラリーES'真東tヒ

ルtld指】京都雨下頁区四莱適.宅急東入(四菜東洋ヒJL,地階)
TEL(075)223-I



Ⅱ.教育普及関係

A.収蔵品貸出状況

本字外に貸し出された収蔵品は下記のとおりである｡

平成.L3年度総計 23件 75点

作品名 貸出先 展覧会名 会期

上村松宝-立葵 愛媛新聞社 上村松園 ･松宝 ･淳之展 91.i().130-日.｣

土佐派絵画資料
｢土佐光吉像｣
｢足利義晴像｣2点
｢天竺氏｣
｢三毛子夷継｣
｢足利義輝像｣2点
｢今井宗久像 ｣
｢長谷川藤広像 ｣ 2点
｢拓心像｣
｢佐 木々左京内重像｣

大和文華鱈 日本の肖像画 9LLO.1-ll.10

西山秀雄一廃船 宮城県美術鱈 昭和の絵画 ･第 1部 91.7.13-8.ll

福田平八郎一雨後 大分県立芸術会館 生誕100年記念福田平八郎展
91.8.29- 9.23

村上華岳一裸婦画稿 静岡県立美術館 人体表現の歴史と現在 91.10.19-12.i

徳岡神泉-7恒丁 名古屋市美術館 徳岡神泉展 92.6.L3- 7.i)6
晩秋

源氏物語絵模本 京都府京都文化博物館 光源氏と平安貴族一栄華の日の虚と実
扇面写経下絵模本 9LiO.10-ll.17
鳳恩堂中萱扉画模本

山口華暢一樹 名都美術館 山口華暢展 91.10.15-ll.17

瀬戸柚簡水指
色絵七宝透文手培
色絵松竹梅文四方皿
桜花文瓢形徳利
色絵槍悔文水注
赤絵鳳恩文花器
錦絵雲鶴文急須
染付蝦蟹図茶碗
色絵双龍丸紋花瓶
色絵椿文皿
千鳥蒔絵麿温器
存星人物図小箱
鶴蒔絵螺鈍丸硯箱
梨地絵変わり蒔絵堤重

(抑京都伝統産業会館 伝承の美一京の工芸品展
gL.9.20-9.23

小舎友之助一雨 京都市美術館 発動する現代の工芸 ･1945-1970･京都
91.ll.9-12.8

矢延憲司-Nest(ro暮dlCtatOl.S) 作者本人 ヤノベケンジの奇妙な生活 91.8.16- 9.8
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作品名 貸出先 展覧会名 会期

三十二番職人歌合
七十一番職人歌会
東北院歌会
東北院歌会詞書

京都市歴史史料棺

色絵牡丹文猪口
祥瑞手上絵付六角小皿
呉碩赤絵見込向付
古染付大明成化製茶碗
祥瑞染付中皿
古染付高士図角皿
祥瑞手六角小皿
粉彩見込染付向付
外青党内邑絵算木文向付
古染付桜闇図皿
呉碩南京皿鳳恩牡丹文
呉須染付火入

動乱の京都一南北朝から室町時代へ
91.10.14-ll.28

伽京都伝統産業会緒 中国の陶烹たち

土佐派絵画資料 斎宮歴史博物館 王朝文化の美一平家物語の世界
｢平家絵稿本｣

91.L21- i.26

92.1.14--2.23

安井友幸一家族 作者本人 藤田匠平 ･安井友幸作品展 91.10.22-10.27

佐藤光華一三五夜中 セソン美術緒

麻田彩辛自一馬
尊
樹園
鴨群
比叡対水
深蓮図模写

伝仇英-採蓮図

京郡市美術緒

福田平八郎一雨後 朝日新聞社
黄菊

日本の眼と空間Ll-近代の趣味 :装飾とエロス
92.1.2- i.27

京都の美術昨日 ･今日 ･明日 ＼Ⅶl
麻田雛白の遺作と所蔵品展

92.i.28- 2.23

生誕日)0年記念 福田平八郎展
92.i.9- i.21

厚田誠一郎一友禅図案 大阪市立博物館 工芸家たちの明治維新
蒔絵図案

原在寛一寝台一式図案
源氏紅葉賀之 意書院飾 器 具之内硯箱置 時 計図 案

漆見本手板

92.3.7- i.19

富本意 吉 一磁器赤地金 銀 彩羊歯模様師壷
奈良県立美術館 ･読売新聞社 ･美術 館連絡協 議 会他 3者
近代陶芸の巨匠 富本意吉展 92. 3 . 2 1- 10.7

上村松呈一立葵 朝日新聞 上村松呈 ･魂の賛歌 92.3.18- 6.9

ヤノヘケンジIIIEST(fordictators) 水戸芸術館 妄想砦のヤノベケンジ
92.3.10.-4.4

中谷直子一争烏-ゆりかもめとカラス一 作者本人 なかたになおこ展 92.3.31- 4.5
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B.収蔵品学内使用状況

本学内に於いて館外使用した収蔵品は下記のとおりであるO

総計 5件 6点

資料名 目的

桓野王図粉本

河梨帝母像模本

鳩尾天像模本

木下章模 聖オルソラ物語

木下章等模 女史歳図巻

枚

幅

幅

面

巻

1

l
1

2
1

会

室

員

究

委

研
′

′

示
′

画
′

′

展
′

本

書

日

図

写

写

写

示

示

模

横

桟

展

展

C.収蔵 品補修 状況

今年度補修修理を行った収蔵品は下記のとおりである｡

総計 17件 216点

名称 点数 類別 補修内容

村田博三 r壁掛図案｣

長谷川雄二 ~近代式飾棚図案｣

水上-賓 ｢近代式飾棚図案｣

溝部月番 ｢観花｣

岡西湖 ｢荒涼｣

大西荘観 ｢外出前｣

入江波光 ｢北野の裏の梅｣

′′ ｢虹画稿｣

〝 ｢北野の裏の梅画稿｣

〝 ｢春雨画稿｣

村上華岳 ｢裸婦画稿｣

福田平八郎 ｢黄菊｣

′′ ｢桜｣

･′ ｢すっぽん ･レンコン等｣

･′ ｢記念帖小下絵｣

上原卓 ｢写生一括資料用｣

土佐派絵画資料

1面 図案卒業作品 后観葉

1面 図案卒業作品 后額装

1面 図案卒業作品 信書貞装

1幅 日本画卒業作品 改装 (紬)

1幅 日本画卒業作品 改装 (軸)

1幅 日本画卒業作品 改装 (軸)

1幅 日本画卒業作品 改装 (軸)

1枚 参 考 品 改装 (扇客貞)

1枚 参考品 改装 (后額)

1枚 参考品 改装 (局番貞)

1幅 参 考 品 改装 (后額)

1枚 参考品 改装 (后額)

1枚 参考品 改装 (扇額)

1枚 参考品 改装 (扇額)

1枚 参考品 改装 (鶴)

1組 参考品 改装 (箱)

200枚 参考品 裏打

D.収蔵品撮影掲載状況

本学収蔵品の撮影掲載許可は下記のとおりであるO

総計 31件 38点
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作品名 掲載者 掲載書紀名

小野什喬 ｢南国｣

今尾景三 ｢暖かf:=日｣

~大文字足芸閑画像｣

(摘草習研究社

発行日

現代の日本画第一巻

｢小野竹喬｣

1991.9

今尾景三 今尾景三作品集 1993.1

(怜河原書店 ｢茶道雑誌へ｣8月号 1991.8

村上華岳 ｢二月の頃J

高木勇 ｢ふるさと｣

催斬潮社 ;-芸術新潮｣了月号

胸山河社 -花t)嵐 L,｣10月号

古清水 ｢色絵七宝透文手培｣ 肺)講談社 日本美術全集第18巻

古清水 ｢色絵松竹梅文四万m｣ (鞠同朋舎出版 ｢器と料理｣第2巻
尾形乾山 ｢色絵梅花文茶碗｣

佐野猛夫 ｢凍雲｣

｢黒い潮｣

L991.10

(槻ニューカラー ｢佐野猛夫媒染作品集｣

写真印刷

｢泉州殿像 (小西隆佐画像)_, 憾新人物往来社 ｢豊臣秀吉の生涯｣

1991.10

ニューギニア民俗資料のうち 牌)フローラ

｢仮面｣ ･ ｢楯｣

｢私のナイーブ ･アー ト鱈｣ 1991.8
日本編

古清水 ｢色絵七宝透文手培｣ (紺大日本印刷 (拘ダントー･1992カレンダI 1991.12

福田平八郎 ｢雨後｣ 大分市美術館 -イビジョン静止画ソフ ト 1995.4

尾形乾山 ｢色絵梅花文茶碗｣ 僻)講談社 ｢日本のやさもの｣第7巻 1991.ll

土佐光害 ｢さかつくり｣ (樵)菊正宗酒造 社員教育 ･通信教育教材 1991.5

宇田荻邸 ｢野々宮｣ 社団法人 ｢日展｣ ｢日展史｣第21巻 1991.3

菊地芳文 ｢柳鷺図｣ (椀日本アー ト･ ｢日本美術院百年史｣

センター 第3巻

1991.12

土田麦俸 ｢髪｣

小野竹喬 ｢南国｣

(柵生活の友杜 ｢美術の窓｣10月号 1991.10

｢今井宗久画像｣ ㈱新人物往来社 ｢写真でみる信長の生涯｣ 1991.12

鶴沢採録 ｢唐人物図｣ 文化観光局文化財 ｢近世の京都画壇｣ 1992.3
保護課

上村松呈 ｢立葵｣ ㈱日本経済新聞社 日経ポケット･ギャラリー 1991.ll
｢上村松望｣
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